
第１号議案 
 

２０２4年度事業報告書 
自　２０２4年 ４月　 １日 

至　２０２5年 ３月 ３１日 

 

 

 

＜目的及び事業＞　＊　定款　第３条・第４条より 
 

（目的） 

第３条　この法人は、優秀でありながら経済的理由により修学が困難な、日本国内で学ぶ大学生・

大学院生に対する奨学金の貸与・給付及び留学生に対する奨学金の給付を行うとともに、育

英に関する調査研究・情報提供、大学生等の人材育成活動に対する助成事業を行い、もって

社会を牽引する人材を育成することを目的とする。 

 

（事業） 

第４条　この法人は、第3条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

（１）日本国内で学ぶ大学生・大学院生に対する奨学金の貸与・給付及び留学生に 

対する奨学金の給付並びに奨学生に対する指導・助言 

（２）育英に関する調査研究・情報提供事業 

（３）大学生等の人材育成活動助成事業 

（４）その他この法人の目的を達成するために必要な事業 
 

 

 

 

 

Ⅰ.　事業の状況 
 

１．大学生への奨学金支給事業　＜公益事業1＞ 
 

（１）大学奨学生の採用人数（2024年4月入学）と奨学金給付 
 

2023年に高校時予約採用した98名のうち77名（現役合格率78.6％）および2022年 

予約採用の一浪生10名のうち8名が、2024年4月に当財団指定大学への入学を果たし、 

計85名が大学奨学生として正式採用となり奨学金給付を開始。 

（男性42名・女性43名／文系39名・理系43名・芸術系3名／国立60名・公立6名・ 

私立19名） 
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＜大学奨学生の採用数推移＞ 

（人数は採用時の数値のため現在時点の学年毎の在学者数とは異なる） 

 

年度 人数 

2021年度採用／大学4年生 89名 

2022年度採用／大学3年生 99名 

2023年度採用／大学2年生 101名 

2024年度採用／大学１年生 85名 

20２1年度採用～2024年度採用合計 374名 

　  

※大学奨学生は、371名（辞退1名、早期卒業2名）と2020年以前の採用者4名を合わせて375

名となった。 

 

なお、2024年度の大学奨学生への奨学金給付金額（入学一時金・受験等助成金を含む）は、 

3億 4,541万円となった。  

 

 

（２）海外留学・活動支援制度について 

 

奨学生が広い視野を持ち、将来、グローバルに活躍できる人材として成長する一助となることを

目的に2014年度に支援制度を開始。2020年度4月より奨学生の留学経験の促進を図るべく

長期留学への支援などを充実。また、2021年度よりオンライン留学に対しても支援できるよう制

度を拡充した。さらに、2023年度には円安による留学費負担増に対応して支援金の増額の制

度改定を行った。 

 

2024年度は利用者が延べ５３件、支援費用は総額１,７３6万円であった。 

 

 

（３）大学貸与奨学生について 
 

大学貸与奨学生については、2010年度に募集・採用が終了し、2015年度から貸与奨学金 

の支給はしていない。 

2024年度返還金額は６,２86,０８０円であり、2025年3月末時点の貸与奨学金残額は

14,911,900円（返還残奨学生２９名）となった。 

返還状況は次頁の別表の通り。 
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（別表）貸与奨学金の返還 

 

 

(注)貸与型の奨学金制度を廃止したため、2015年度以降、貸与奨学金は支給していない。 
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２．大学院生への奨学金給付事業　＜公益事業1＞ 
 

（１）大学院奨学生の採用人数（2024年4月入学）と奨学金給付 

 

電通育英会大学奨学生に対して2024年度の大学院進学予定者の募集を2023年2月に行い、奨 

学生選考委員による書類選考および面接選考の結果、35名を内定とした。その内５名が就職・不合 

格により辞退、1名が9月入学のため、2024年度進学の内定者は29名（文系６名・理系20名・芸術 

系3名、男性15名・女性14名、4年27名・3年2名）となった。他早期進学者9月入学1名（理系・女子・ 

3年）については2025年度扱いとした。結果、29名を2024年度の正式採用とした。 

※2024年度の大学院奨学生数は、2023年度採用３７名と合わせて6６名となった。 

 

なお、2024年度の大学院奨学生への奨学金給付金額は、6,104万円となった。  

 

（２）海外留学・活動支援制度 

　　 

2024年度は大学院奨学生の利用者はのべ１８件、支援費用は総額６75万円となった。　　　 
 

 

３．奨学生の研修・交流会事業　＜公益事業1＞ 
 
奨学生セミナーは奨学生のキャリア支援と交流を目的とするもので、2024年度も全て対面での合宿

型セミナー形式で実施し、奨学生相互の研鑽とともに、対面による交流・親睦が図られた。なお、2023

年度より1年生セミナーは奨学生同士の交流を深めるために2泊3日としている。 

 

（１）大学院生セミナーの実施 

 

＜実施日＞　2024年6月29日(土)、6月30日(日) 

＜場所＞　L ｓtay&ｇrow 南砂町 

＜講　師＞　 水口克夫氏、笠井成樹氏　　　 　　　 

＜研修テーマ＞　「Schola Hotchkissー思考の筋肉をトレーニングし、問題発見力をつける」　 

＜目　的＞　次世代を牽引するリーダーには、多角的な視点で常識に囚われない柔軟な思考力 

　　　　　　　　を身につけ、問題発見力をつける。それを実現する具体的なアイデアの構想にグル 

　　　　　　　　－プで挑戦する。 

　　　　　　　　＜参加者＞大学院生６０名（対象者６７名中） 
 

 

　　　 

＜セミナー・アンケート結果＞（回答総数：39名） 

［満足度］ 
・満足53.8％（21名） ・やや満足17.9％（7名） ・普通15.4％（6名）・やや不満5.1％（2名）・不満7.7％（3名） 
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（２）大学３年生セミナーの実施 

 

＜実施日＞　2024年5月18日(土)～19日(日) 

＜場所＞　L ｓtay&ｇrow 南砂町 

＜講　師＞   Will Institute 熊谷 智宏氏、田中 杏奈氏 

＜研修テーマ＞「自己分析とキャリア研修」 

＜目　的＞　大学３年生がこれから迎える就活や今後の進路に向けて自己分析をはじめとする 

　　　　　　　　自分自身のキャリアデザインについて考えるセミナー。 

　　　　　　　　電通育英会OBOGが参加して自分のキャリアを紹介して、学生と交流する。 

＜参加者＞　大学３年生86名（対象者101名中）、OBOG19名 

 

　　  

 

＜セミナー・アンケート結果＞（回答総数：82名） 

［満足度］ 

・満足 87.8％（72名）　・やや満足　11.0％（9名）　・普通　1.2％（1名） 

 

 

（３）大学２年生セミナーの実施 

 

＜実施日＞　2024年9月6日(土)～7日(日) 

＜場所＞　L ｓtay&ｇrow 南砂町 

＜講　師＞　Creative Project Base　倉成 英俊氏＋電通Bチーム講師4名＋OG講師1名 

＜研修テーマ＞「好きなことを、活かして生きる 

　　　　　　　－多視点でアイデアを生むクリエーティブ発想by 電通Bチーム－　」 

＜目　的＞　各人の本業・学業であるA面に対して個人活動であるB面をキーワードに、自分の 

　　　　　　　　好きなことを仕事に活かしていく方法を紹介するとともに、多視点で面白いアイデアを　

　　　　　　　生み出す方法を体験する。 

＜参加者＞　大学２年生86名（対象者名103中） 
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＜セミナー満足度　アンケート結果＞（回答総数：58名） 

［満足度］ 

・満足　74.1％（43名）　・やや満足　19.0％（11名）　・普通　6.9％（4名） 

 

 

（４）大学１年生セミナーの実施 

 

＜実施日＞　2024年9月13日(土)～15日(月・祝)  

＜場所＞　L ｓtay&ｇrow 南砂町 

＜講　師＞　株式会社 電通　コピーライター　勝浦 雅彦氏 

　　　　　　　電通アイデア創発ユニット　ハツデン　メンバー　3名 

＜研修テーマ＞「アイデアは、あなただ！ハツデン２０２4 

　　　　　　　　～世界をちょっと良くする『アイデア』を、自分のアタマから生み出す方法～」 

＜目　的＞　社会人になると、自分で課題を見つけて、問いを立てて、解決していくことが大切であり、　

　　　　　　　その過程において最も大切なのは「自分のアイデア」。アイデアを生み出す気持ちよさを　　　

　　　　　　体験する。 

＜参加者＞　大学１年生79名（対象者84名中） 

 

　 

 

＜セミナー満足度　アンケート結果＞（回答総数：68名） 

［満足度］ 

・満足　75.0％（51名）　・やや満足　22.1％（15名）　・普通　2.9％（2名）　 

 

 

（５）「奨学生の集い２０２4」の実施 

　 

「奨学生の集い」は全奨学生を対象に、奨学生のキャリア支援と相互交流および奨学生と選考委

員・事務局との交流を目的に、毎年開催している。内容は前半が講演会、後半は交流会の２部構

成となっている。 

「奨学生の集い２０２4」は、テーブル着席での講演会聴講と昼食コースメニューにて開催。 

全学年奨学生に加えて電通育英会役員・大学関係者及び奨学生OBOGなど約４００名が参加し

て行われた。 

 

＜実施日＞　2024年11月３0日（土） 

＜会　場＞　東京ドームホテル 
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＜講　師＞　鴻上 尚史 氏　（劇作家・演出家） 

＜テーマ＞　『同調圧力とコミュニケーション』 

＜参加者＞　奨学生365名、財団役員・大学関係者及び奨学生OBOG21名 

 

　　 

 

（６）修了生交流会の実施 
　 

2024年度卒業・修了の大学奨学生と大学院奨学生を対象とした修了生交流会２０２5を3月に対

面立食形式で帝国ホテルにて開催した。 

当財団の選考委員など来賓やOBOGによるメッセ―ジとともに、グループに分かれたコミュニケー

ションセッションなどで交流を図った。 

 

　＜実施日＞　2025年3月22日（土） 

　＜会　場＞　帝国ホテル 

　＜参加者＞　2024年度卒業・修了者 97名、財団選考委員・奨学生OBOG 10名 

 

 

 

 

（７）オンラインによる「&iコミュニティスペース」を通じた交流事業 

 

202１年12月から奨学生の交流の場である「&iコミュニティスペース」を運営している。 

2023年度から積極的にコミュニティーリーダー（奨学生希望者、以下CL）の発案企画を採用し、 

「English Chat」 「大学院院生シンポジウム」「就活ぶっちゃけトーク」等の企画を展開した。そして

2024年度には、新たに新入生オリエンテーションや奨学生の集い・修了生交流会を契機としたおしゃ

べり会や後夜祭等の発展企画を開催した。 

8月には&iコミュニケーションサイトでの企画を、全奨学生へ公募する「i-1グランプリ」を開催し、グラン

プリ受賞企画を「洋書で広げる世界」として「&iコミュニティスペース」上で実現した。 
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また、ＯＢＯＧとの交流を求めるＣＬの声を受けて、「電通育英会アルムナイ近況報告集（第3回ＯＢＯＧ

近況報告集を改題）」を事務局にて編纂し、「&iコミュニケーションサイト」にて公開した。 

＊コミュニティリーダー：第6期（202４.４～2024.９） １１名、第7期（202４.10～2025.３） １１名 

 

　【主なコミュニティーリーダー発案による企画】 

　・コミュニティスペース &iメールマガジン「&you」の配信　現在第２５回 

　・&i奨学生企画「奨学生のことばリレー」　2022/12/16にスタートして、現在Vol.28 

　・「新入生も、みんなで自己紹介」2024/5/３　※新入生オリエンテーションに合わせて​  

　・「5月ZOOMおしゃべり会」2024/5/11,16,21　※新入生オリエンテーションを受けて​ ​
　・「アイデアを形に！！ i-1グランプリ」　2024/8募集、１０結果発表 

　　グランプリ受賞　“Global Pages: 洋書で広げる世界” 

　・「洋書で広げる世界」第1回２０２５/2/23、第2回2025/3/2、第3回2025/3/23 

　・「奨学生の集い　後夜祭」2024/12/1 

　・「修了生交流会　後夜祭」2025/3/23　※奨学生OBOG参加 

　　院進学グループトーク・個別質問タイム、就活グループトーク・個別質問タイム 

 

 

 

 

４．育英に関する調査研究・情報提供事業　＜公益事業1＞ 
 

（1）​ 会報誌「ＩＫＵＥＩ ＮＥＷＳ」の発行 
 

奨学生や高等教育関係者への有益な情報提供を目的に、会報誌「IKUEI NEWS」を４回 

（4月、7月、10月、1月）発行。 

＜配布先＞　奨学生（OB、OG含む）、大学関係（教育研究者、学長室、学生部、 

広報部）、全国の図書館、教育研究機関など 

＜発行部数＞各号約4,500部配布 
 

2024年度の年間を通じた企画テーマ：「学びの喜びを広げる」 

発行月 特集テーマ 

2024年4月 学びの喜びを広げる①　“芸術”に触れる 

2024年7月 学びの喜びを広げる②　“テクノロジー”を探る 

2024年10月 学びの喜びを広げる③　“歴史”を楽しむ 

2025年１月 学びの喜びを広げる④　“本”を読もう 
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（２）「第6期リーダー育英塾」および「リーダー育英塾カンファレンス２０２4」の 

オンラインセミナー開催 

 

「トランジション（高大社連携）を意識した教育改革」の実践を担う次世代リーダーを育成すること

を目的とするワークショップ「リーダー育英塾」は、「第6期リーダー育英塾」を8月に2泊3日の合宿

方式で開催した。また、リーダー育英塾卒業生を組織化した「リーダー育英塾アルムナイネットワー

ク」を発足し、第6期リーダー育英塾に合わせて「アルムナイセッション2024」１泊２日を開催した。 

「リーダー育英塾」の成果と高大社連携による人材育成の情報共有の場として、「リーダー育英塾

カンファレンス２０２4」を昨年同様オンライン方式にて実施し、２００名を超える参加者を得た。 

 

【第６期「リーダー育英塾」概要】 

 

＜日程＞　2024年8月10日（土）～12日（月）＜2泊3日の合宿＞ 

＜場所＞　L ｓtay&ｇrow 南砂町 

＜対象者＞　教育現場を持つ高校または短期大学・大学等の教育関係者 

＜参加人数＞39名※ 

＜講師・ファシリテーター他＞ 

講師・監修：溝上 慎一（桐蔭学園 理事長、桐蔭横浜大学 教授）、中原 淳（立教大学 教授） 

講師：楠見 孝（京都大学大学院教育学研究科 教授） 

ファシリテーター：田中 聡（立教大学 准教授）、武田 佳子（桐蔭横浜大学 教授／桐蔭学園トランジ 　

　　　ションセンター　所長）、登本 洋子（東京学芸大学 准教授）、町支 大祐（帝京大学教職大学院 

　　　准教授）、池田 めぐみ（筑波大学 助教）、澁川 幸加（中央大学 特任助教）　 

事務局：松井 晋作（運営チーフ　桐蔭横浜大学 准教授） 、溝口 侑 （運営チーフ　桐蔭横浜大学 

　　　 特任専任講師）、古賀 友樹 （事務局　桐蔭横浜大学 特任助教）　※肩書は開催時 

※3月下旬より電通育英会ホームページにて募集（事前課題有）を行い、講師・ファシリテーターと 

事務局による選考会にて、71名の応募者の中から40名を選出。1名が辞退して第6期生は39名。 

☆「リーダー育英塾アルムナイネットワーク」を対象に、8月11日（日）～12日（月）1泊2日の「リー 

　ダー育英塾アルムナイセッション2024」を開催し、42名の参加者を得た。 
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　【「リーダー育英塾カンファレンス２０２4」概要】　　 

　　＜日　程＞　2024年12月15日（日）　＜オンライン方式＞　 

＜対象者＞　中学校・高等学校・大学等の教職員および教育関係者 

　　　　　　　　　　（学校教育に関心を持つ企業人事・経営企画担当者も可） 

＜参加人数＞　募集定員200名程度先着順。開催1か月前に電通育英会HPにて募集開始。 

　　　　　　　　　　 応募者330名、当日参加者２20名強 

　　＜テーマ＞　　　AIが「答え」をすぐに教えてくれて、まわりが「デジタル」だらけになる時代に 

　　　　　　　　　　「デジタルトランスフォーメーションの社会を見据えて 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校・大学は今何をしなければならないか！」 

 　＜講師＞ 

　 　講師・監修：溝上 慎一（桐蔭学園 理事長、桐蔭横浜大学 教授）、中原 淳（立教大学 教授） 

　　 講師：美馬 のゆり（公立はこだて未来大学 システム情報科学部 教授） 

       　　 武藤 久慶 （文部科学省 初等中等教育局 教育課程課長） 

 

　　 

（３）調査研究 

 

2024年度は、以下2件の調査研究を実施した。 

 

１．桐蔭学園（桐蔭学園 理事長／桐蔭横浜大学 教授　溝上慎一氏）と 

　共同で実施するトランジションに関する以下の調査研究 

　「主に高校生・大学生・若年成人（主に初期キャリア期の20代社会人）を対象とした 

　　学校から仕事・社会へのトランジション（移行）に関する調査研究」 

　　共同研究者　武田佳子教授（桐蔭横浜大学）／登本洋子准教授（東京学芸大学） 

　　　　　　　　　　　　／高澤良輔教諭（芝浦工業大学柏高等学校）他 

２．立教大学（経営学部　中原淳研究室）と共同で実施するトランジションに関する以下の 

　調査研究 

　　「学校から仕事・社会へのトランジションに関する研究推進の一環として若年労働者の 

　　　初期キャリア形成に関する研究」 

　　　　　共同研究者　畑野快准教授（大阪公立大学）／田中聡准教授（立教大学） 

　　　　　　　　　　　　／池田めぐみ助教（筑波大学）　　　　※肩書は2025年3月31日 

 

＜2024年度　奨学金以外の事業別　活動支出額＞　 
 

奨学生の 

集い 

大学 

1年生 

セミナー 

大学 

2年生 

セミナー 

大学 

3年生 

セミナー 

大学院生

セミナー 

修了生 

交流会 

IKUEI 

NEWS 

リーダー育

英塾･カン

ファレンス 
調査研究 合計 

1,771 

万円 
820万円 657万円 670万円 497万円 759万円 

4,001

万円 
872万円 

1,543 

万円 

11,595 

万円 
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５．大学生等を対象とした人材育成活動助成事業　＜公益事業２＞ 
 

（１）2024年度助成団体の募集・採用・助成団体フォローアップ 

 

2024年度助成団体は、学生を対象とした人材育成を目的として活動する大学公認団体・学生団体・

NPO団体・任意団体等の営利を目的としない団体を主な対象として、前年度から更に対象地域を拡大

し、首都圏エリア・関西エリア・東北エリア・東海エリアにおいて募集を行った結果、67団体の応募があ

り、2024年2月に助成団体選考委員会にて書類選考及び面接選考を行い、15団体を採択した（

2024年度助成対象で、2023年度から継続採択された団体は1団体）。各団体に対して、100万円を

上限に助成を決定した。 

2024年度助成金総支給額： 14,340,090円 

　 

2024年度助成団体の対象活動に関しては、四半期に一度、活動状況について報告書の提出を求め、

合わせてオンライン面談を実施することにより、活動の進捗や、助成金の使用状況の確認と共有、活動

を進めていく上で生じる助成団体からの様々な相談に対し、敏速かつ丁寧に対応することに努めた。

対象活動において、当初の活動計画を大きく変更した団体はなく、今後の発展に繋がる順調な活動に

より1年間の助成期間を終了した。 

 

 

2024年度助成15団体 
 

団体名 助成対象活動 

NPO法人 アイキャン　 

＊助成申請額：82万円 

 

「自分事から始める共創型リーダーの養成と育成の仕組み化事業」 

他者との協働の中で地域社会の課題解決を担う大学生（主に東海

地域）のリーダーを育成するとともに、その大学生リーダーが新たな

担い手を育成する仕組みを構築するために、研修受講者による学

生支部の立ち上げを推進する。 

iGEM TOYAKU 

（東京薬科大学学生団体） 

＊2023年度助成 

＊助成申請額：100万円 

「国際的次世代リーダーへの第一歩〜生物版ロボコンで世界へ挑む〜」 

iGEM出場に向けて、ゴジラバクテリアプロジェクトの研究、教育活

動、他大学チームとの交流をプレゼンテーションビデオにまとめる。

そして、次世代を担う同年代と一緒に科学の未来について考える。 

iGEM Utokyo　 

（東京大学学生団体） 

＊助成申請額：100万円 

「iGEM 202４年度」 

iGEMという世界大会にて好成績を収めること、そして、チームメン

バーが制作したゲームやソフトウェアを通じて、多くの人に合成生

物学を知ってもらうことを目的として活動していく。 

NPO法人 アジア・コミュニ

ティ・センター21 

＊助成申請額：100万円 

「日韓みらい若者支援事業」 

繰り返し起きる日本と若者の対立を乗り越えるため、日本の若者た

ちが日韓関係の歴史を学び、韓国の若者たちとの間で共通の歴史

観を持てるようになり、創造的な新しい関係を志向する人材が育つ

のを支援する。 
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京都大学エスノ3ジョウ 

＊助成申請額：100万円 

『「冒険力」と「協働力」を育む現場立脚型人材育成 

－多主体連携による地域づくり実践を通して－』 

兵庫県洲本市内を中心とした地域で活動する大学生が、活動団体

や活動地域の枠を超えて交流し、活動の課題やリーダーに求めら

れる「冒険力」と「協働力」について議論、各大学生の活動フィール

ドの視察や活動内容の発表、地域住民との交流等を行う。 

NPO法人 研究実験施設・ 

環境安全教育研究会 

＊助成申請額：100万円 

 

 

「2024年度高校生による環境安全とリスクに関する 

自主研究活動支援事業」 

「化学物質」「生物・バイオ」「環境」といった研究テーマを決め、チー

ムによる主体的な研究活動を条件に、全国の高校からテーマを公

募する。審査員によって採択された高校に活動支援金を支給し、各

校に学識経験者をメンターとして配置して研究活動を支援する。 

公益財団法人 

ジェスク音楽文化振興会 

＊助成申請額：100万円 

 

「第45回霧島国際音楽祭」 

2週間にわたり開催される音楽祭の中で、100～120名のプロの音

楽家志望の若者が参加するマスタークラスのカリキュラムにおい

て、2週間にわたり講師とともに生活し、指導を受け研鑽を積み、音

楽祭終盤に行われるコンサートで成果を披露する。 

静岡大学お茶サークル【一煎】 

（静岡大学学生団体） 

＊助成申請額：100万円 

「静大茶業R&D人材育成プログラム」 

静岡県内を活動拠点とし、団体保有の農園と茶業のネットワークを

活用しつつ、茶業に関わる第一次・二次・三次産業の現場を体験

し、発見した課題をもとに、課題解決までのプロセスを学習する。全

ての活動を学生がチームとなって行い、チームマネジメントに関す

る能力の向上を図る。 

持続可能な社会に向けた 

ジャパンユースプラットフォーム 

＊助成申請額：60万円 

「ポストSDGsに向けた日本ユースのエンパワーメント」 

日本の若者を巻き込み、その他のステークホルダーとの協働を通じ

て、政策提言及びキャンペーン、それらに資する能力開発を実施す

る。オンラインを中心とした啓発プログラム、政策提言書作成プロセ

スへの参加、国際会議への参加とコネクション作りによりアドボケー

ターを育成する。 

NPO法人 大学宇宙工学 

コンソーシアム 

＊助成申請額：100万円 

「深宇宙探査の大学コミュニティの形成」 

全世界の大学生・大学院生を対象に、深宇宙探査ミッションの設

計・開発・運用ノウハウを学ぶグローバルな大学コミュニティを創

設する。1泊2日の合宿に深宇宙探査分野の専門家を招いて講義

を行い、学生自ら深宇宙探査ミッションを設計、UNISEC 

Global Meetingにおいて、ミッション設計の成果を発表する。 

NPO法人 

名古屋NGOセンター 

＊助成申請額：100万円 

「次世代のNGOを育てるコミュニティ・カレッジ2024」 

東海地域において、7ヵ月間、土日を中心に実施し、講師を迎えて

NGOの理論を学び、そこで得た学びをフィールドワークや自主企

画で実践する。社会課題解決に取り組むNGOでのインターンシッ

プ等に参加し、社会の現状や背景について理解を深める。 
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緋熊と黒潮 

＊助成申請額：98,4万円 

 

「自然と共生する地域を描く次世代のフォーラム2024」 

生物多様性、地域づくり、里山保全、第一次産業などの活動に取り

組む全国のユースを集め、人と自然が共生する地域社会のデザイ

ンをテーマとしたZ世代の研修と交流の機会を提供し、これからの

日本における生物多様性の保全活用と地域創生の両立に向けて

リードできる人材を育成する。 

 

NPO法人 BLACKSOX 

＊助成申請額：100万円 

 

 

「学生サポーターミーティング！2024-25」 

大学生を対象とし、障がい児のチャレンジ！する気持ち・相手を想

う心・心身の健康・社会参加・QOL向上などを育むお手伝いの体

験により、障がい児とともに達成感・自己肯定感・有用感を高め、

様々な分野や組織で活躍する次世代リーダーを育成する。 

 

一般財団法人 まちと人と 

＊助成申請額：99.8万円 

 

「大学生を対象とした、地域企業への実践型インターンシップによ

る次世代の担い手育成事業」 

大学生が、全力で何かに取り組む経験や正解がない問いに対して

考え抜く力を身につけ、これからの社会で主体的に活躍していける

「次世代の担い手」となることを目的として、全国の大学生を対象

に、石巻地域の企業への実践型インターンシップを実施する。 

三津屋町地域活性化 

プロジェクト 

（滋賀県立大学学生団体） 

＊助成申請額：100万円 

「三津屋町地域活性化プロジェクト」 

滋賀県立大学近くの彦根市三津屋町にある空き家の古民家を拠

点として、学生が地域を活性化させるために、拠点民家の土蔵改修

や古材やアンティーク家具を用いたものづくりワークショッを行うな

どして、彦根地域の歴史・伝統を継承し、地域に対してアクションを

起こしたい学生と地域の方々の交流の場を創出することを目標と

する。 
 

　  

大学宇宙コンソーシアム　　​​     　　　　　静岡大学お茶サークル一煎の活動 

　　　　　　　　　　姫路でのワークショップ 

 

（２）2025年度助成団体の募集・採用 

 

2025年度の助成団体は、前年度に引き続き、「学生を対象とした人材育成」を目的として活動する大

学公認団体・学生団体・NPO法人・任意団体等の営利を目的としない団体を主な対象として、2025

年度からは日本全国を助成対象として募集を行い、応募総数81件（過去最多）から、2025年2月に助

成団体選考委員会にて書類選考及び面接選考を行った結果、21団体を採択した（2024年度から継

続採択された団体は2団体）。各団体に対して、100万円を上限に助成を決定した。 

13 

 



 

（1）​ 応募時期：2024年10月7日（月）～11月27日（水） 

財団HPを経由したオンライン募集。 

＊日本全国を対象とするにあたり、初の対象地域への募集案内先、Web掲載先の情報収集、　

既存対象地域を含めた全国の中間支援組織、ボランティアセンター、大学などに幅広く、募集情

報の告知に務め、「次世代リーダーの育成・リーダーシップ育成」に資する活動に対して、年間20

団体程度、1団体あたり上限金額100万円を助成するとして募集を行った。 

 

（2）​ 応募団体数：81団体 

 

（3）​ 選考スケジュールと経過 

2024年12月20日（金）財団事務局による1次書類選考を経て、2025年2月6日（火）2025年

度助成団体選考委員会（対面開催）による2次選考を行い、21団体が通過、面接選考へと進ん

だ。2025年2月14日（金）～25日（火）において、1団体につき2名から3名の助成団体選考委員

による面接選考（オンライン方式）が行われた結果、21団体に対し2025年度の助成を決定した。

　 

 

（4）​ 助成申請総額： 18,319,200円。 

 

以上 
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